
 
 
 
 
 
 
 

第 1597 回例会 

平成 21 年 12 月 14 日(月) 
ゲスト卓話 衆議院議員 石田 真敏 様 

 
１．開会点鐘       

２．ロータリーソング  「我等の生業」 

３．ゲスト紹介    衆議院議員 石田 真敏 様 
 

４．出席報告 

会員総数 67 名 出席者数 42 名 
   出席率 63.64％ 前回修正出席率 81.81％ 
 

５．会長スピーチ     会長 花畑 重靖 君 

みなさん、こんにちは。 
衆議院議員の石田 真敏 

様、公私ご多忙の中、卓話

におこし下さいましてあ

りがとうございます。 
クラブ年次総会は 12 月

7 日に開催されました。谷

脇様「ペッツ」会長エレク

ト研修セミナー、12 月 5
日、12 月 6 日とご苦労様

でした。一年前まで、ペッ

ツといっても何のことかわからなかった。 
ロータリーの主な行事と会合について、少し話しさ

せて頂きます。 
ロータリーの主な行事と会合 

1．クラブ例会 
 ロータリークラブの定款・細則に基づき、クラブが

行う週 1 回のロータリーで最も重要な会合です。例会

は親睦と奉仕の出発点であり、楽しみながら自己研鑽

を図る場であり、毎週同一の曜日、時間、場所で開催

されます。 
 当クラブは毎週月曜日、12：30～13：30、第１月

曜日は 18：30～19：30 です。海南商工会議所で開催

されています。 
２．クラブ理事会 
 クラブの管理主体で年次総会において選ばれ、理事

会は少なくとも月１回は開かれます。クラブ理事会の

決定は最終である。 

３．クラブ委員会 
 会員は何れかの委員会に所属します。そして各委員

会はロータリーの奉仕活動について調査、研究、企画

を行い、委員長はその結果を理事会に報告してその承

認を得てから実行します。 
４．クラブ協議会 
 クラブのプログラム活動について協議するため、ク

ラブ役員、理事、および委員会、委員長などによる会

合で通常、年に数回開催することを要請されています。 
５．クラブ年次総会 
 クラブが細則の定めるところにより、毎年 12 月 31
日までに開催し、次年度の役員および理事を選挙しま

す。 
６．クラブ・フォーラム 
 クラブ内単位の討論会のこと。 
クラブ会員にロータリー情報を伝達することを目的

とする全クラブ会員の公式会合です。 
７．情報集会 
 ロータリー情報を伝達し、話し合う会で会員への情

報提供に最も必要な集会です。 
８．RYLA（ライラ） 
 ロータリー青少年指導者育成プログラム 
９．インターシティ・ミーティング 
 略して IM といいます。地区ガバナーの要請により

各地区代理が主催して開催します。 
10．ガバナー公式訪問 
 ガバナーが公式にクラブへ訪問する。 
11．加盟認証状伝達式 
 一般にチャーターナイトと呼ばれます。 
12．会長エレクト研修セミナー 
 PETS（ペッツ）と略して使われています。 
13．地区協議会 
 地区ガバナー・エレクトが地区ガバナーと協力して

開催します。地区協議会は次年度クラブ会長、幹事を

中心に、次年度にクラブを運営する主な人々を集めて

開催されます。 
14．地区大会 
 地区年次大会は、地区における最大の行事です。 
15．国際協議会 
 ガバナー・エレクトにロータリー教育を行うことの

会議です。 
16．規定審議会 
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 国際ロータリーの立法機関で、３年に一度、４月か

ら６月に RI 理事会の定める時と場所で開かれます。 
17．国際大会 
 国際大会は、毎年４月～６月に、RI 理事会の決定

する時と場所において開かれます。 
 

６．幹事報告          幹事 寺下 卓 君 
○例会臨時変更のお知らせ 

和歌山北 RC 
1 月 4 日(月)→1 月 6 日(水)   

ルミエール華月殿５F 
新年初例会 

粉河 RC 
1 月 6 日(水)→1 月 6 日(水) 12：00～ 

神路原神社祭礼殿（和歌山市） 
新年例会 

岩出 RC 
1 月 7 日(木)→1 月 7 日(木) 12：30～ 

岩出市総合保健福祉センター 
新年お茶会例会 

高野山 RC 
1 月 8 日(金)→1 月 8 日(金) 17：00～ 

花菱４F 新年例会 
○休会のお知らせ 
 高野山 RC   12 月 25 日（金）・1 月 1 日（金） 
 和歌山城南 RC 12 月 31 日（木） 
 
７．感謝状の贈呈 
◎米山功労者感謝状 

花畑 重靖君 

◎米山功労者（マルチプル） 

 山畑 弥生君 

 山東 剛一君 

◎ロータリー財団感謝状 

 海南東ロータリークラブ 

 
８．委員会報告 
○35 周年の送迎バス通行の件 

親睦委員会 委員長 大江 久夫君 
 
９．ゲスト卓話 

衆議院議員    石田 真敏様 

１．冷静な視点 

話題の政治ニュースも

冷静に見てみると、次

のようなことが言えま

す。 

①21 年度補正予算の見直

しですが、ムダ削減では

なく、数字合わせで削ら

れたものばかりです。た

とえば総務省も、ムダだ

から見直した予算はないと明言しています。 

②事業仕分けも自公政権のムダを削ったように言わ

れがちですが、民主党の大臣たちが査定した予算を削

ったものですし、査定した大臣たちが事業仕分けの場

では予算を求める官僚制ではなく、官僚を叩く仕分け

人側に立っていたのもおかしな話です。 

③国会では、民主党はルールを全く無視した議会運営

を行いました。これへの抗議が自民党の審議拒否です。 

④予算では22年度の概算要求で95兆円が出されまし

た。民主党は自公政権のムダをマニフェストの財源に

と言っていましたが、ムダを見つけられないまま実行

しようとするから予算がふくらんだのです。 

⑤国債の発行額も 4兆円を基準にしていますが、本来

なら今年度当初予算の国債発行 33 兆円と比較するべ

き数字です。無理を通そうとするからおかしな話にな

るのです。 

２．参議院選挙の意義 

 週末より話題となっている天皇陛下のこともそう

です。1ヶ月ルールは守るべきです。例外もあるかも

しれませんが、その場合でも政府が主体的に責任を負

うべきです。誰かが無理を通したとすれば大問題です。 

 そういう意味で来夏の参議院選挙は重要です。民主

党が単独で過半数を取るようになれば、小沢支配が一

層、強まります。同時に、民主党の支持基盤である労

働組合も一層、幅を利かせるようになるでしょう。こ

うした政治体制を認めるか、否かが問われます。 

３．鳩山政権の当面の課題 

 総選挙前後から言い続けてきたのは、次の課題をク

リアできるようだと、政権は長続きするだろうという

ことです。 

①沖縄の基地問題とアフガニスタン給油活動支援 

②景気対策 

③来年度予算編成 

④自公政権では対象とならなかった法案 

普天間問題が迷走していますが、アフガンも従来は

年 1億ドルの給油活動で高い評価を得ていたのが、今

度は年平均 10 億ドルの供出を決定しても評価されて

いません。景気対策も二次補正予算を編成するようで

すが、年末はもちろん年度末にすら効果が表れるかど

うか懸念されます。こうしてみると、ハードルは高い

ように見えます。 

４．自民党再生の方向 

 まずは反省を踏まえた上で、国民が抱いておられる

３つの不安に応えていくことが大事と考えています。

その不安とは、①日本の将来への不安②地域の将来へ

の不安③個人の将来への不安が挙げられますが、この

解消には次の社会を表す４つのキーワードを現実の

ものにすることです。 

①環境を守る②高度情報通信を活用する③アジアと

共生する④長寿時代を生きる 

これらの実現の道筋を示す中で、再び信頼を得て政

権奪還に頑張ります。 

 

10．閉会点鐘 

 
次回例会 第 1598 回例会：21 年 12 月 21 日(月) 

     ゲスト卓話 GSE 報告 間畠 章代 様 
 



 
 
 
 
花畑 重靖君  衆議院議員、石田 真敏 様、公私ご

多忙の中、卓話におこし下さいまし

てありがとうございます。 
中村 雅行君  石田先生、お忙しいところ当クラブ

へおこし頂き有難うございます。 
山名 正一君  石田先生、本日はようこそお越し下

さいました。 
名手 広之君  先般、奥様と旅行に行きました。 

昔住んでいた寮を訪ねたのですがも

うありませんでした。 

理事一同  理事会の剰余金です。 
 
 
 
 
 
 
 

インドネシアで教育の機会を開く 
 
インドネシア、アチェ州の子供たちは、2004 年の

大津波と 30 年以上に及ぶ紛争により、教育を受ける

ことさえままならない状態でした。 
南アジアを襲った津波では、20 万人以上の犠牲者が

出ました。さらに、中央政府と独立派グループの長期

的な紛争は 2005 年に平和協定の調印に至ったものの、

アチェ州の教育施設の整備は遅々として進んでいま

せんでした。 
こうした子供たちの窮状に心を痛めた第 2780 地区

（日本）のロータリー財団学友会は、支援活動に動き

出しました。インドネシアの非政府組織「コミュニタ

ス・ティカール・パンダン」からの問い合わせに応じ

て、アチェ州の子供たちのために図書館をつくること

を決めたのです。 
学友会は、昨年 3 月逗子市にて、図書館プロジェクト

のためにアチェ・チャリティーコンサートを開き、

16,000 米ドルを集めました。 
「2008 年 10 月の地区大会を皮切りに、（ロータリー

の）都市連合会、新年会、例会ととても多くのクラブ

を回らせていただいた」と話すのは、学友会代表幹事

で、1993-94 年度国際親善奨学生として米国へ留学し

た高橋潤さんです。「本当にたくさんの皆さまからチ

ケットを購入していただきました。その過程で多くの

ロータリアンの方々からいただいたご助言や温かい

お言葉にとても勇気付けられ、学友一同感謝しており

ます」 
「子供・未来・夢」をテーマに行われたコンサートに

は、ロータリー奨学生としてイタリアに留学した 4
名、ソプラノの渡辺ローザさん（2000-01 年度）と渡

辺昌子さん（2001-02 年度）、ピアノの高橋裕子さん

（1992-93 年度）、ヴォーカルの辻康介さん（1997-98

年度。音楽グル

ープ「ビスメ

ロ」主宰）が出

演しました。第

2780 地区ロー

タリー財団委

員会をはじめ、

逗子ロータリ

ー・クラブ、逗

子市教育委員

会、インドネシ

ア大使館、日本

財団、そして数

多くのロータ

リアンと学友

の後援を受け

て実現したコ

ンサートです。 
プロジェクト

では、「コミュ

ニタス・ティカ

ール・パンダ

ン」の協力を得

て、本、本棚、

机、椅子を備え

た図書館を 3
つの村につく

ることができ

ました。7 月にはロータリアン 2 名と学友 2 名がプロ

ジェクトの実施地を訪問しました。 
「村は紛争の中で数々の困難を乗り越えてきました」

と話す佐藤万帆さんは、1994-95 年度国際親善奨学生

として英国に留学しました。「どの村の子供たちも精

神的に大きな傷を負っていますが、この新しい図書館

が村の発展と子供たちの成長に寄与できることを願

っています」 
 
エストニアで科学教育の発展に 

貢献する財団学友 
 10 月、40 人のエストニアの高校生が、3 日間にわた

りラトビアとリトアニアの原子力発電所やその他各

地で、水、空気、土の検査に当たりました。この検査

で使用された器具は、マッチング・グラントの資金で

購入されたものです。 
「現地で実際に器具を使って検査を行う機会を生徒

たちに与えられるということは、すべての科学教師の

夢ではないでしょうか」と話すのはケイトリン・ライ

エさんです。2003-04 年度国際親善奨学生であったラ

イエさんは、プロジェクトを提唱したロータリークラ

ブとエストニアのタリンにある高校との連絡を取り

持ちました。 
この高校ではこれまでに、授業や課外活動の科学実

習で、24,000 米ドル相当の器具を使うことができま

した。 



同校役員会の役

員であり、元教

頭のライエさん

は、補助金申請

手続きと、提唱

ロータリークラ

ブ（エストニア

のノーメ・タリ

ン・ロータリー

クラブ、ドイツ

の マ グ デ ブ ル

ク・オットー・

フォン・ゲーリ

ケ・ロータリー

クラブ、フィン

ランドのヘルシ

ン キ ・ シ テ ィ

ー・ウエスト・

ロータリークラブ、マントサラ・ロータリークラブ、

トゥースラ・ロータリークラブ、イリケラバ・ロータ

リークラブ）の間で活動の調整に当たりました。また、

ドイツのロータリアンに実験室を案内しました。 
通常、奨学生は、留学中にロータリーの奉仕活動を

初めて経験しますが、ライエさんは、国際親善奨学金

の機会について知った当時、高校の教頭として既にマ

ッチング・グラント活動にかかわっていました。第二

言語として英語の学位を持っていたライエさんは、

1998 年以来、地元のロータリークラブと、フィンラ

ンド、ドイツ、米国のロータリアンがかかわる補助金

の手続きを幾度にもわたり支援していたのです。 
「医療機器の寄贈を受けた病院の視察に来ていた米

国のロータリアンを案内していたときのことです」と

振り返るライエさん。「米国で修士号を取得する夢を

持っていることを話すと、そのロータリアンは、私に

国際親善奨学金について教えてくれ、勧めてくれまし

た」 
それから 2 年もたたないうちに、当時 38 歳だった

ライエさんは、ロータリーの奨学生としてシカゴのロ

ヨラ大学で、文化と教育方針の分野で修士号の取得を

目指すこととなりました。また、シカゴ・ロータリー

クラブの支援の下、Midwest Estonian Association
（中西部エストニア協会）とかかわるようになり、こ

の団体が国際大会参加に向けて準備するのを手伝い

ました。この国際大会でライエさんがプレゼンテーシ

ョンも行いました。 
ライエさんは、シカゴのラテンスクールでインター

ンを務めている間、同校の音楽ディレクターのマイケ

ル・ティオリスさんと知り合いになりました。そして、

同校の楽隊・合唱団をタリンに招くことをティオリス

さんに持ちかけ、2008 年、85 名の生徒がエストニア

とフィンランドを訪れ、8 日間にわたり合同コンサー

トを開きました。 
「ライエさんは、この旅行の計画全面において重要な

役割を果たしました」とティオリスさん。「この旅行

でタリンの生徒が訪問中の生徒に地元を案内してく

れました。中には、いまだに連絡を取り合っている生

徒もいます」 
貨物郵送協会で 2 年間、研修カリキュラムの指導を

行った後、2009 年、ライエさんは、SOS Children’
s Villages International（SOS 子供の村）という団

体の地域担当副責任者に任命されました。 
「ロータリーの奨学生としての体験と、ロヨラ大学

で学んだ知識と技能をこの職務に生かし、子供たちや

家族のために貢献したいと考えています」 
 
改定された 

RI 長期計画で基本に立ち戻る 
RI 理事会は、11 月の会

合において、3 つの優先項

目から成る新しい長期計

画を採択しました。これら

3 項目は、ロータリーの未

来にとってどれも等しく

重要です。 
優先項目は以下の通りで

す。 
・クラブのサポートと強化 
・人道的奉仕の重点化と増加 
・公共イメージと認知度の向上 
規定審議会からの付託を受け、理事会は、3 年に一

度の長期計画の見直しを行いました。これには、世界

中の 14,000 人のロータリアンを対象に実施された組

織の優先事項に関するアンケート調査、およびロータ

リーのイメージについて数カ国で実施されたフォー

カスグループ（座談会調査）が含まれています。 
これに加え、長期計画委員会がロータリーの長所、

短所、機会、課題について詳しく分析し、その結果を

組織の使命、ビジョン、長期的優先項目に照らし合わ

せて検討しました。 
2010 年 7 月から有効となるこの新たな長期計画に

は、こうした調査の結果が反映されています。例えば、

アンケート調査では、会員増強が明らかにクラブの強

さと関連していることがわかりました。また、外部デ

ータからは、奉仕とネットワークづくりの機会こそが

ロータリーの最大の魅力であることが示されました。 
長期計画はまた、クラブで最も活発に行われている

奉仕分野と、財団未来の夢の重点分野の間のつながり

を強調することで、RI とロータリー財団が進むべき

方向性を一本化しています。 
今後、長期計画委員会と RI 理事会は、各優先項目

の下に定められた目標をさらに練り上げながら、最大

の成果をもたらし、その成果を具体的に測るための方

策を定めていきます。 
「クラブに力を置く RI の活動を主眼として改定さ

れたこの新しい長期計画は、基本に立ち戻ることを目

指している」とトーマス・ソーフィンソン RI 理事は

話します。「RI の主な役割は、クラブをサポートし、

奉仕活動を広げながらその成果を広報しようとする

クラブのお手伝いをすることです」 

会報・ＩＴ委員会    委員長：岩井 克次  副委員長：上野山 雅也  委員：岸 友子、金川 龍一、大谷 徹、三木 正博


